
  

天
台
大
師
智
顗
の
三
大
部 

 

『法
華
玄
義
』 (

菅
野
博
史 

訳
注) 

 

『法
華
文
句
』 (

菅
野
博
史 

訳
注) 

 

『摩
訶
止
観
』 (

菅
野
博
史 

訳
注) 

  

伝
教
大
師
最
澄
の
著
作 

 

『顕
戒
論
』 (

前
川
健
一 

訳
注) 

 

『法
華
秀
句
』  (

前
川
健
一 

訳
注) 

 

『守
護
国
界
章
』 (

前
川
健
一 

訳
注) 

 
 

 

妙
楽
大
師
湛
然
の
天
台
三
大
部
注
釈
書 

 

『法
華
玄
義
釈
籖
』 (

菅
野
博
史
・ 

松
森
秀
幸 

訳
注) 

 

『法
華
文
句
記
』 (

菅
野
博
史
・ 

松
森
秀
幸 

訳
注) 

 

『止
観
輔
行
伝
弘
決
』 (

菅
野
博
史
・ 

松
森
秀
幸 

訳
注) 
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『
法
華
経
』
は
古
来
、
東
ア
ジ
ア
の
仏

教
世
界
に
お
い
て
、
広
範
囲
に
信
仰
さ

れ
、
社
会
的･

文
化
的
に
も
大
き
な
影
響

を
与
え
続
け
て
き
た
。 

 

こ
の
法
華
思
想
の
系
譜
に
あ
っ
て
特
に

著
名
な
注
釈
書
、
思
想
書
を
著
し
、
後
世

に
甚
大
な
影
響
を
与
え
た
の
が
中
国
の
智

顗
、
湛
然
、
日
本
の
最
澄
で
あ
る
。
こ
の

法
華
思
想
の
系
譜
は
、
後
世
の
日
蓮
へ
と

引
き
継
が
れ
、
日
蓮
教
学
の
基
礎
理
論
を

提
供
す
る
重
要
な
仏
教
文
献
と
な
る
の
で

あ
る
。 

 

こ
れ
ら
の
仏
教
文
献
は
『
大
正
新
修
大

蔵
経
』
等
に
収
録
さ
れ
て
お
り
、
原
典
は

漢
文
で
あ
る
。
そ
の
た
め
現
代
人
に
も
理

解
で
き
る
よ
う
現
代
語
訳
し
、
そ
の
思
想

の
全
貌
を
蘇
ら
せ
る
こ
と
は
仏
教
研
究
者

の
み
な
ら
ず
、
法
華
経
に
関
心
を
持
つ
読

者
に
と
っ
て
待
望
久
し
い
も
の
で
あ
っ

た
。 

 

当
研
究
所
の
三
人
の
研
究
員
が
、
こ
れ

ら
の
原
典
の
現
代
語
訳
を
進
め
て
い
る
。

こ
の
主
要
な
法
華
思
想
仏
教
文
献
の
現
代

語
訳
の
出
版
が
未
来
へ
の
思
想
的
財
産
と

し
て
、
混
迷
を
深
め
る
現
代
社
会
に
そ
の

仏
教
の
豊
か
な
智
慧
の
光
明
を
提
供
す
る

も
の
と
な
る
こ
と
を
願
う
も
の
で
あ
る
。 

 
 

 

公
益
財
団
法
人
東
洋
哲
学
研
究
所 

 
 

  

待
望
の
「
法
華
思
想
仏
教
文
献
」
の
古
典
的
名
著 

を
現
代
語
訳 

『
現
代
語
訳  

法
華
玄
義 (

上) 

』
よ
り 

   

偉
大
な
教
え(

仏
法)

が
東
方
［
の
中
国
］
に
流
伝
し
、
［
『
高
僧
伝
』
な

ど
の
］
僧
侶
に
つ
い
て
の
歴
史
書
に
掲
載
さ
れ
た
も
の
の
な
か
で
、
ど
れ
ほ

ど
の
人
が
講
義
を
聞
か
ず
に
、
自
分
自
身
で
仏
乗(

『
法
華
経
』
の
教
え)

を

理
解
し
た
で
あ
ろ
う
か
。
…
た
と
い
出
家
者
と
在
家
者
が
仰
ぎ
尊
ん
だ
と
し

て
も
、
『
法
華
経
』
の
円
か
な
意
義
を
深
く
覚
っ
た
で
あ
ろ
う
か
。
… 

 

我
が
智
者(

天
台
大
師
智
顗)

だ
け
が
［
以
上
の
よ
う
な
］
多
く
の
功
徳
を

備
え
て
い
る
。
…
後
代
の
修
行
者
は
、
甘
露
の
文(

涅
槃
に
入
る
た
め
の
仏
の

教
え)

が
こ
こ
に
あ
る
こ
と
を
知
る
で
あ
ろ
う
。 

                                  
 

 
 

 
 

 
 

            
 

灌
頂 



  

 

『
法
華
玄
義
』(

『
妙
法
蓮
華
経
玄
義
』)

全
十

巻
は
、
天
台
大
師
智
顗
の
講
説
を
、
弟
子
の
章
安

大
師
灌
頂
が
整
理
し
書
物
と
し
、
師
匠
の
偉
業
を

後
世
に
伝
え
た
も
の
。 

 

天
台
三
大
部(

『
法
華
玄
義
』
『
法
華
文
句
』

『
摩
訶
止
観
』)

の
一
つ
と
し
て
、
『
法
華
経
』

の
注
釈
書
の
な
か
で
、
古
来
も
っ
と
も
多
く
読
み

継
が
れ
て
き
た
。 
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